
第３学年 国語科学習指導案

花巻市立東和中学校

日 時：平成２３年１１月１１日（木）６校時

学 級：３年３組

（男子１４名女子１４名 計２８名）

指導者：教諭 千葉哲文

場 所：３年３組 教室

１ 単元名（教材名）

論理の展開（生き物として生きる）

２ 単元について

（１）教材観

この教材は「読むこと」を通して最終的には「書くこと」につなげることをねらっている。

学習指導要領によると、「読むこと」に関しては「文章を読み比べるなどして構成や展開、表現の仕

方について評価すること」（ウ）とあり、「書くこと」に関しては、「論理の展開を工夫し、資料を適

切に引用するなどして説得力のある文章を書くこと」（イ）とある。

説明文の内容は、導入、本文、まとめの三つに大きく分けられ、本文はさらに三つに分けられる。

論理の展開を押さえ、適切な根拠に基づき主張していることに注目させる必要がある。

説得力のある文章を書くことについては、相手にとってわかりやすい文章の構成をする必要があり、

説明文で学んだことを生かして学習させたいと考える。

（２）生徒の実態

説明文については、文章の構成や接続詞、文章の最初と最後に着目することで筆者の主張がとらえ

やすくなることに関して学習を行っており、ほぼ定着している。事実と考察の読み分けに関しても学

習したが、考察の様々な文末表現については定着が不徹底である。

「書く」学習に関しては、自分で選んだ説明的文章から情報を抜き出し、自分の考えを加えてレポ

ートとしてまとめる学習を二年時に行った。相手意識や効果的に伝えるという観点ではまだまだ学習

の余地がある。

今年度は、総合的な学習の時間に「平和学習」と題し戦争や核について学び、レポートとして文

化祭で発表した。文化祭テーマが「生きる」であり、様々な状況でも生きようとした先人たちの姿

を各自が学習したことにより、「生きる」事に関して問題意識をもって臨むと考えられる。

(３）指導観

各教科をを貫く国語力として「批判的思考力」を国語科では育みたいと考える。そのための教師側

の整えるべきものとして「認め合う集団づくり」「討論学習の吟味」「学習課題の吟味」を課題として

行ってきた。

しかしながら、「討論学習の吟味」についてはあまり指導してこなかったのが現状である。

本教材では根拠をもとに自分の意見を効果的に相手に伝える文章を書くことができることを目標

とし、読むことによって効果的な表現を学習し、書くことにつなげていきたい。

文章の効果的な表現については既習事項をもとに、気づきや発見を大切にしたいと考える。そのた

めに、単元の導入場面である１時間目に二つの文章を比べ読みし、効果的に意見を相手に伝えるため

の要素について確認を行いたい。また、自分の考えを仲間と交流することによってさらに思考を深め

させたい。その後、教科書を用いて根拠が主張を支えていることを再確認させたい。

「書く」に関しては、整理テストにおいてグラフから数値を根拠として説明する問題において主観

的な表現をしている生徒が半数弱ほどいたこともあり、例示・比較・図やグラフ等の客観的な数字を

用いることの効果についても触れ、書くことにつなげていきたい。



３ 単元の目標と評価規準

単 元 の 目 標 単 元 の 評 価 規 準

国語への関心・意欲・態度 人間と科学技術のあり方について考 文章の構成に着目し、段落の要点を

えながら、主張のまとめ方をつかも まとめたり、段落相互の関係をつか

うとしている。 んだりしながら文章をまとめようと

している。

読む能力 筆者の論理の展開を的確にとらえ、 論理の展開のしかたをとらえ筆者の

筆者の主張の根拠を読み取ることが 主張の根拠を的確に指摘している。

できる。

書く能力 論理の展開や構成を工夫して意見を 理由や根拠となる資料を引用して批

書くことができる。 評の文章を書いている。

言語についての知識・理解・技能 段落の役割や接続の関係に注意する 段落相互の関係に留意して、文章を

ことができる。 組み立てている。

４ 指導と評価の計画（生き物として生きる）

時 評価規準

間

学習活動 国語への関心・意欲 書く・読む能力 言語についての

・態度 知識・理解・技能

１ 文章を読み比べることに 説明文の主張やそれを

より、構成と論理の展開 支える根拠を読み取っ

本 をとらえる。 ている。 【読む】

時

１ 教科書本文を読み、内容 大まかな内容をとら 文章に用いられている

に関して自分の意見をま え、感じたことを整理 漢字を正しく読んでい

とめる。 している。 【読む】 る。

1 文章を内容からまとまり 学習の中で気づいたこと 文章のまとまりに着目

ごとに分け、見出しをつ をワークシートに記入し して読み、構成と論理

ける。 ようとしている。 の展開をとらえてい

る。 【読む】

１ 「機械」と「生き物」「人 「機械」と「生き物」

間」の対比の箇所を探し についてどう述べてい

違いを読み取る。 るか読み取っている。

【読む】

１ まとめの部分をよみ、「生 根拠についてまとめよう 筆者の主張を読み取

き物」について筆者の考 としている。 り、その根拠をとらえ

えを確認する。 ている。 【読む】

１ 筆者の主張に対し、一つ 文章を評価しながら読 根拠を明確にし、自分

の立場から根拠を明確に み、自分の意見を持とう の考えをまとめてい

して意見を述べる。 としている。 る。 【読む】



（説得力のある文章を書こう）

テーマ例を手がかりと 積極的に資料を集めよう 主張に対する根拠とし

１ して主張する事柄を決 としている。 てどんなデータが説得

め、根拠になりそうな情 力を持つか考えてい

報を集める。 る。 【書く】

自分の主張について、説 主張・根拠・提案の関

１ 得力のある根拠と具体的 係を理解し、自分の意

な提案を用意する。 見を整理している。

【書く】

1 提案の内容と根拠をグル どのような順序で主張 言葉のニュアンスを

ープで発表し合い、客観 するのが効果的か、論 知り、適切な語句を選

的に見直す。 の構成を考えている。 択している。

【書く】

１ 構成を工夫して意見文を 構成案をもとに、意見 漢字を適切に使って文

書く。 を文章にまとめてい 章を書いている。

る。 【書く】

１ 意見文を読み合い、気づ 友達の意見も参考にし 友達の意見のどこがよ

いたことを話し合う。 て説得力のある書き方に かったか、具体的に箇

気づき、自分の文章に生 所を指摘しながら感想

かそうとしている。 を書いている。【書く】

５ 本時の指導

（１）目標

関心のある事柄について批評する文章を書くために、文章を読み比べて構成や展開、表現のし

かたについて注意して読むことができる。 【読む ウ】

（２）本時の指導構想

国語科における「豊かな表現力」とは、根拠を明らかにした読み取りをもとに適切に話したり、

書き表したりする力ととらえた。

そこで、本単元では情報を正しく読み取って活用し、さらに根拠をもとにさらに情報を発信す

ることを主眼とした。

導入部にあたる読みの１時間目の本時では自作した二種類の説明文を用いて比べ読みを行うこ

とにより、興味関心を喚起し、今後の深い読み取りや書く活動につなげたいと考える。

説明文の根拠については客観性を持った例と持たない例とを用い、普段意見を述べる際の根拠が

本当に妥当性をもっているかという問題提起としたい。

（３）本時の具体の評価規準

具 体 の 評 価 規 準

評価規準

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 努力を要する生徒への

（Ａ） （Ｂ） 具体的支援 （Ｃ）

説明文の構成や展開、表現 二つの文章の違いを比べ、 説明文の主張やそれを支

読む能力 の仕方などの特徴や効果をま 主張やそれを支える根拠を観 える根拠を読み取れるよう

とめ、評価している。 点として読み取っている。 支援する。



（４） 本時の展開

学習過程・学習活動 留意事項・評価 資料

１ 課題把握
導 （１）課題づくり
入 ・説明文を学習する際に大切な事項を ・構成、接続語、主張、根拠等を確 学習シート
３ 想起する。 認する。 １
分

（２）課題の確認 課題を指示し、学習の見通しを持
・課題をつかむ たせる。

文章を読み比べ、説得力のある文章の特徴をとらえよう

２ 課題追求
（１）課題解決方法の確認 学習シート

・二つの説明文を読み比べ、どちらが説 ・指摘する観点を示す。 ２
得力があるか、また、なぜ説得力があ ○構成
るかその理由をあげることを確認す ○主張
る。 ○根拠

○例示
○考察
○引用
○文末表現

展 （２）追求
☆一人学びによって課題を追求する。 ・上記の観点が達成されているか観

察を行いながら指導する。
開

・四人グループによって課題を追求す ・説得力のない箇所を指摘する。
る。 また、その理由について明らかに

するよう指示する。
４
２
分 ３ 課題解決

☆四人グループで話し合ったことをも 【読む】
とに全体で課題解決を図り、文章の構 説明文の主張やそれを支える根拠
成や表現の工夫についてとらえる。 を読み取っている。

論理の展開の仕方をとらえてい
る。

・学習シートを工夫し、発表しやす
いようにする。

終 ４ 本時の学習のふり返り
末 ・授業の感想を書く。 ・授業でわかったことを書かせる。 自己評価

・自己評価をする。 ・自己評価シートに記入させる。 シート
５
分 ５ 次時の予告



作業手順
（４） 本時の展開

付箋配布 氏名書かせる

３ １ 課題把握
分 学習シート

１
３ ①単元の流れの確認 紙 を貼る
０ 「この単元の流れを確認します。

「最終的に書くことをします。
目標 貼る

１ ②本時の流れの確認
０

三枚 貼る
９ ③説明文読む際 気をつけること ④ペアで確認
０ 赤マジックで記入

３ ⑤内容の確認をします。 ⑥「問題提起」「事実」「主張」貼る
分 Ａ Ｂ 両方に目を通して

読みやすい方を中心として
学習シートの １２３ に記入をします
時間は早ければ早いほどいいです。
長くて５分です 始めなさい。

１ ⑦ では確認をします。 テンポよく
~ さん。
２ 問題提起は？

さん
事実は ？

さん
主張は ？

さん
（とらえるのに時間がかかった人もいます

が、確認した はじめ・おわり）等をす
ればすぐにとらえられます。

⑧ Ａ Ｂ どちらが説得力がありましたか ・
挙手

十分以内

５ ⑨「なぜＡは説得力がないのだろう」 ・ 貼る
Ａの本文に線を引いてください。

６ ★表現・構成・例示 等に気をつけ る ★表現・構成・例示 等に気をつけ
る 板書

１ ここからは隣の人からきいたりのぞき込ん
でもかまいません。

その後、四人で対話しますので隣の人とだ
け対話してください。

５ ⑩グループ対話 なぜよくないか は 必ず
なぜよくないか 全員き



⑪
★思う 学習シート

・指摘する観点を示す。 ２
★★段落の場所 ○構成

○主張
★★★数が入れられている ○根拠

○例示
⑫→三つの例を示す ○考察

○引用
「この表現をするとき」 ○文末表現

展 三つ種類の人々のだれにしますか。
付箋をつけて ・上記の観点が達成されているか観

察を行いながら指導する。
開 ⑬その理由は

・説得力のない箇所を指摘する。
また、その理由について明らかに
するよう指示する。

４
２ 【読む】
分 説明文の主張やそれを支える根拠

を読み取っている。
論理の展開の仕方をとらえてい

る。

「本時・・・ 比較して
根拠として不適切な表現」

⑭ とうかつ びかつ そうかつ

⑮ 主張に賛成 反対 一部

終 ４ 本時の学習のふり返り
末 ・授業の感想を書く。 ・授業でわかったことを書かせる。 自己評価

・自己評価をする。 ・自己評価シートに記入させる。 シート
５
分 ５ 次時の予告



Ａ

日
本
の
子
供
た
ち
と
、
世
界
の
子
供
た
ち

①

今
、
こ
の
世
界
に
は
多
く
の
国
が
あ
り
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
日
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

②

世
界
の
中
で
も
日
本
に
住
む
子
供
た
ち
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
毎
日
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
に
通
っ
て
部
活
動

も
で
き
、
万
が
一
病
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
病
院
に
も
行
け
る
。
私
た
ち
は
こ
の
状
況
を
あ
り
が
た
い
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

③

世
界
の
国
々
の
中
に
は
多
く
の
国
々
が
貧
困
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
と
思
う
。
そ
の
国
々
は
貧
困
に
よ
り
ど
ん
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

④

ま
ず
、
食
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。
食
事
を
毎
日
き
ち
ん
と
と
れ
な
い
貧
し
い
国
の
子
供
た
ち
は
世
界
に
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

食
事
が
と
れ
な
い
結
果
、
生
き
て
い
く
た
め
の
栄
養
が
不
足
し
て
体
力
が
な
く
な
り
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
に
か
か
っ
て
死
ん
で
し

ま
う
と
思
う
。
し
か
し
、
日
本
で
は
ス
ー
パ
ー
で
毎
日
賞
味
期
限
切
れ
の
商
品
が
山
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤

ま
た
、
学
校
へ
通
え
な
い
子
供
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
日
本
の
子
供
達
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
い
く
ら
勉
強
し
て
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
く
て
も
、
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
く
て
も

学
校
へ
い
け
な
い
と
思
う
。
学
校
に
行
く
時
間
は
な
い
と
思
う
。

⑥

こ
の
よ
う
に
、
世
界
に
は
今
こ
の
時
も
栄
養
失
調
で
苦
し
ん
だ
り
、
病
気
で
命
を
失
っ
た
り
し
て
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど

も
達
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
過
ご
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
は
中
学
生

だ
か
ら
全
く
何
も
で
き
な
い
が
、
大
人
に
な
っ
た
ら
世
界
の
子
ど
も
達
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
力
を
貸
し
て
あ
げ
る
べ
き
で

あ
る
。

⑦

さ
ら
に
は
、
病
気
で
命
を
落
と
す
子
供
達
も
世
界
に
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
日
本
の
子
供
達
は
ち
ょ
っ
と
熱
が
高
い
と
親

が
す
ぐ
に
病
院
に
行
く
こ
と
が
で
き
薬
を
も
ら
う
。
そ
し
て
、
病
気
を
予
防
す
る
注
射
も
う
っ
て
も
ら
え
る
。

け
れ
ど
も
、
病
気
に
な
っ
て
も
医
者
も
薬
も
な
く
、
死
ん
で
い
く
子
ど
も
達
が
い
る
と
思
う
。
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
達
が
世
界
の
ど
こ
か
で
死
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑧

貧
困
に
よ
り
食
べ
物
や
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
さ
え
買
え
な
い
子
供
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
き
っ
と
友
達
と
一
緒
に
か

け
っ
こ
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。



Ｂ

日
本
の
子
供
た
ち
と
、
世
界
の
子
供
た
ち

①

今
、
こ
の
世
界
に
は
二
０
０
あ
ま
り
の
国
が
あ
り
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
日
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

②

日
本
で
は
毎
日
自
由
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
、
万
が
一
病
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
病
院
に
も
行
け
る
。

だ
か
ら
、
日
本
に
住
む
子
供
た
ち
は
何
か
に
つ
け
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

③

し
か
し
、
世
界
に
は
貧
困
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
る
国
々
が
あ
り
、
そ
の
数
は
四
０
カ
国
以
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
多
く
が
ア
フ
リ

カ
に
あ
る
。
で
は
、
そ
の
国
々
は
貧
困
に
よ
り
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

④

ま
ず
、
毎
日
の
食
事
が
十
分
に
と
れ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
球
上
の
人
口
は
約
七
０
億
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
貧
困

を
抱
え
た
国
の
人
口
は
十
二
万
人
で
あ
る
。
詳
し
く
言
う
と
、
五
人
に
一
人
が
一
日
一
ド
ル
（
七
十
九
円
）
未
満
の
生
活
を
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
十
分
な
食
事
が
で
き
ず
栄
養
状
態
が
良
く
な
い
の
で
あ
る
。

⑤

ま
た
、
栄
養
不
足
に
加
え
て
医
療
に
手
が
回
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
乳
幼
児
の
生
存
率
の
低
さ
の
問
題
も
あ
る
。
一
０
０
０
人
の

子
ど
も
の
う
ち
八
十
七
人
が
五
歳
未
満
で
死
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
な
ん
と
三
秒
に
一
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
計
算
で
あ
る
。

（
ち
な
み
に
、
先
進
国
は
一
０
０
０
人
の
子
ど
も
の
う
ち
６
人
で
あ
る
。）

⑥

子
ど
も
達
が
学
校
へ
通
え
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
貧
し
い
国
で
は
子
ど
も
は
労
働
力
で
あ
る
。
砂
漠
地
帯
で
は
自
動
車
も

ポ
ン
プ
も
な
い
の
で
水
汲
み
も
す
べ
て
手
作
業
で
あ
る
。
大
人
一
人
で
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
汲
み
、
子
ど
も
が
そ
の
半
分
を
汲
め
る

と
す
る
と
子
供
が
五
人
い
れ
ば
二
五
〇
リ
ッ
ト
ル
汲
め
る
こ
と
に
な
る
。
親
の
仕
事
を
手
伝
い
、
小
さ
な
弟
や
妹
の
世
話
を
し
な

く
て
は
家
族
み
ん
な
が
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

⑦

貧
困
は
単
に
所
得
が
低
い
た
め
に
食
料
が
手
に
入
ら
ず
医
療
も
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
だ
け
は
な
い
。
学
校
に
も
行
け
ず

つ
き
た
い
職
業
に
も
就
け
な
い
た
め
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

⑧

こ
の
よ
う
に
世
界
に
は
貧
困
に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
子
供
達
が
た
く
さ
ん
い
る
。
だ
か
ら
、
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
過
ご
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
は
中
学
生
だ
か
ら
全
く
何
も
で
き
な
い
が
、
大
人
に
な
っ
た
ら
世
界
の
子
ど
も
達
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
力
を
貸
し
て
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
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文
章
を
読
み
比
べ
、
説
得
力
の
あ
る
文
章
の
特
徴
を
と
ら
え
よ
う
。

学
習
シ
ー
ト

番

氏
名

１

筆
者
の

主
張
は
な
ん
で
す
か
。

日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
大
人
に
な
っ
た
ら
世
界
の
子
ど
も
達
に
力
を
貸
す
べ
き
だ
。

２

主
張
は
ど
ん
な
こ
と
を

根
拠
（
理
由
）
と
し
て
の
べ
て
い
ま
す
か
。
根
拠
を
あ
げ
な
さ
い
。

貧
困
の
国
で
は

・
食
事
が
十
分
で
な
い

・
学
校
へ
通
え
な
い

・
医
療
が
不
十
分

Ａ
・
Ｂ
の
方
（
○
を
つ
け
る
）

が
説
得
力
の
あ
る
文
章
で
あ
る
。

★
課
題
追
求

で
は
、
な
ぜ

は
説
得
力
が
な
い
の
だ
ろ
う
？

①
説
得
力
が
な
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
（
本
文
）
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
こ
う
。

②
ま
と
め
よ
う
。

段
落
等

ど
う
い
う
点
が
よ
く
な
い
？

（
表
現
・
構
成
・
例
示

等
）

例
１
段
落

・
・
・
・
○
○
○
○

▲
△

（
表
現
）
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文
章
を
読
み
比
べ
、
説
得
力
の
あ
る
文
章
の
特
徴
を
と
ら
え
よ
う
。

番

氏
名

１

問
題
提
起
は
？

２

ど
ん
な
問
題
（

事
実
＝
根
拠
）
を
あ
げ
て
い
る
？

３

筆
者
の

主
張
は
？

ズ
バ
リ
！

Ａ
・
Ｂ
の
方
（
○
を
つ
け
る
）
が
説
得
力
の
あ
る
文
章
で
あ
る
。
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★
課
題
追
求

な
ぜ

は
説
得
力
が
な
い
の
だ
ろ
う
？

①
説
得
力
が
な
い
文
章
の
説
得
力
が
な
い
箇
所
に
（
本
文
）
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
こ
う
。

②
左
の
表
に
ま
と
め
よ
う
。

段
落
等

ど
う
い
う
点
が
よ
く
な
い
？

｛
表
現
・
構
成
（
順
番
）
・
例
示

等
｝

例
１
段
落

例
１

○
○
と
い
う
表
現

・
・
・
理
由

の
た
め
。

例
２

Ｃ
に
は

が
な
い
・
・
理
由

の
た
め
。
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評
価

一

二
つ
の
文
章
の
違
い
に
気
づ
こ
う
と
し
た
か
。
※
○
を
つ
け
る
。

４

３

２

１

（
４
が
最
高
）

二

二
つ
の
文
章
の
違
い
を
比
べ
、
主
張
や
そ
れ
を
支
え
る
根
拠
の
存
在
を
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

４

３

２

１

わ
か
っ
た
こ
と
・
気
づ
い
た
こ
と

を
書
き
ま
し
ょ
う
。


